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JICF International Track Cup 6 th Edition 2019-JULY                                                   
第 6回 JICF国際トラックカップ/全日本学生選手権オムニアム ２０１9年７月 13日（土）～14日（日）  

Communique-4-1 
2019年 7月 11日 

大会総務委員長 玉木 伸雄 
 
 
１．練習時間割について/Training Time table 
 7月１３日（土）～7月１４日(日)の練習時間は、グループ分けをして実施します。 
 練習時間帯については、救護員の配置はありません。大会本部では医療行為等の必要な事故等には対処できません。 
 スタンディングスタート、スロースタート練習などは禁止といたしますので、決して行わないようにお願いします。 

Standing start is not permitted during training session. 
 開門時間   7月 13日 13TH JULY（SAT）AM 7:30 

Gate open   7月 14日 14TH JULY（SUN）AM 6:30 
 
 

  GroupA GroupB GroupC GroupD GroupE 
7/13（Sat）
Gate open 
7:30 

8:00～8:30 8:30～9:00 9:00～9:30 9:30～10:00 10:00～10:30 

7/14（Sun） 
Gate open 
6:30 

8:00～8:20 7:40～8:00 7:20～7:40 7:00～7:20 8:20～8:40 

  朝日大学 13 日本体育大学 14 日本大学 11 京都産業大学 9 MAC 2 
  慶應義塾大学 6 明星大学 7 明治大学 6 同志社大学 2 HKG 10 
  新潟食糧農業大学 1 東京大学 6 立教大学 6 中京大学 2 SIG 2 
  信州大学 3 法政大学 6 早稲田大学 14 筑波大学 2 KOR 4 
  鹿屋体育大学 13 中央大学 4 大阪産業大学 1 学連以外国内ﾁｰﾑ 15 TPE 4 
  

  
関西大学 1 

  
順天堂大学 5 JPCU, JPN ﾅｼｮﾅﾙﾁｰﾑ 8 

    36   38   38   35 
 

30 

 
 7 月 1２日（金）までは主催者は競技場を借用していません。練習を行う場合、参加者の自己責任で以下の通りに規
定の料金を練習後に支払うことを条件に練習を行ってください。 
 支払方法 ： 松本市美鈴湖自転車競技場 管理棟事務室へ直接利用料金を支払ってください。 
 利用料金 ： 2時間 200円／人  管理棟事務室前の券売機にて練習後精算してください。 
 連絡先   ： 松本市美鈴湖自転車競技場 管理棟  TEL：0263-46-0036 
Individual training on 13th JULY need to pay at track venue, JPYen200/2hours 

 
 
2．選手用駐車場について（テント可・大型車不可）Parking lots allocation 
 案内図①については、選手用駐車場でチームピットとしてお使いいただけます。特段にスペース割は致しませんので各チーム
独占することなく譲り合って協力して使うようにお願いします。 

   ※この案内図①には、テント設営を許可します。競技中に使用する車両の駐車も許可します。（普通車のみ、大型車不
可）その他の車両に就いては競技場下の②役員・一般用駐車場（大型車可・テント不可）に駐車してください。 

   ※テント設営をする場合には、急な突風などでテントが飛ばないよう十分注意の上設営してください。 
   ※夜間に自動車・自転車・機材などを置くことは任意としますが、大会主催者及び競技場施設側は紛失・破損・盗難な

一切責任は負いませんので、自己責任でお願いします。また、夜間にテントを設置したままにする場合は、テントにチーム
名を明記し、風でとばないように重しなどを設置してください。風対策が不十分な場合、撤去を命じることがあります。 
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Communique-4-2 
2019年 7月 11日 

大会総務委員長 玉木 伸雄 
 
3．役員・一般用駐車場（大型車可・テント不可）Parking for technical officials 

 案内図②は選手駐車場（大型車可）としても利用できます。尚、ドクターヘリの緊急発着陸場所になる可能性があり、迅
速な車両移動等を可能にするにするため、テント設営などチームブースとしての使用はできません。 

 
 

4．その他駐車について Parking for Vips, access route for ambulance 

 案内図③は身障者専用です。また、緊急車両も駐車いたしますのでそれ以外は駐車できません。 
   案内図④は来賓・役員・緊急車両用ですので、選手・一般車両は駐車できません。 

競技場周辺の道路の路肩は救急車両の通行の妨げになりますので駐車はご遠慮ください。特に 1 コーナー側への登り 
口は救急車など緊急車両の出入口となりますので駐車禁止といたします。 

 
 
 
5．美鈴湖自転車競技場案内図 Map 
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Communique-4-3 
2019年 7月 11日 

大会総務委員長 玉木 伸雄 
 

 
6．海外チーム控室 Team pits for Foreign teams: 
 Foreign teams are permitted to use 1st floor of the main building. 

管理棟 1階は海外チームの控室としてお使いいただけます。 
7．競技場インフィールド内について 
 Only under pass access is available during competition. Please do not remain materials in under 

pass. In case of rain, organizer may permit to put roller trainer in under pass and be careful 
about announcement. 

  走路への入退場は選手入退場地下通路（案内図⑤）のみといたします。尚、この通路には原則、物は置かないでくださ
い。地下通路内のローラー台設置、ローラー練習などは禁止しますが、雨天時には下記の要領で許可することがありますの
で、案内に従ってください。 

 雨天時に限り、地下通路にローラーのみの設置を認めます。認める場合は大会本部より案内を行いますので、勝手な判断
で設置しないようにしてください。設置の場合は、スペースが限られますので独占せず、譲り合って設置してください。この場合、
ローラー以外のものは置けません。 

 競技場インフィールドの壁に沿ってローラーの設置を認めます。但し、ホーム・バックにある次走選手控テント（案内図⑮
⑯）の中は設置できません。また地下通路を出た付近はバイクインスペクション・招集・コミュニケボード（案内図⑥⑰）の
場所となりますのでここにもローラーは設置出来ません。また、審判執務上必要がある場合には移動してもらうことがあります。 

 審判業務の妨げとなりためインフィールド内にはチームテントの設置は出来ません。 
 インフィールド内側はウオーミングアップエリアとなります。ここを走る場合はヘルメットを着用するようお願いします。 

 
 
8.  ライセンスコントロール LICENSE check and body number distribution 

 7/12（金）18時 00分～19時 00分 伊東園ホテル 浅間の湯で行います。なるべくこちらに来るようお願いします。 
 【伊東園ホテル 浅間の湯】  〒390-0303  長野県松本市浅間温泉 3-4-9 TEL：0263-46-1411 
12th JULY Friday 18:00-19:00 at ITOEN HOTEL  ASAMA (official accommodation) 

 7/13（土）8時 00分～8時 30分 美鈴湖自転車競技場の管理棟 1階で行います。前日、未手続の学生連盟加
盟チームのみ対応する。 
 

9.  監督会議について Team Manager`s meeting 

 7/13（土）9時 00分より美鈴湖自転車競技場の管理棟 2階で行います。 
13th  July Sat. 9:00- at Velodrome, 2nd floor of main building 

 チーム監督またはチーム代表者が必ず出席してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 4 

Communique-4-4 
2019年 7月 11日 

大会総務委員長 玉木 伸雄 
 

 

10．自転車の保管について Bike storage 
 主催者では自転車の保管は行いません。但し、海外チームにつきましては管理棟 1階が控室となりますので海外チームの
み同場所での保管を許可します。 
Only foreign teams are allowed to keep bicycles in main building. Organizer does not guarantee 
any loss or damage of bicycles or any materials. 

以  上  

 
 


